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回、第 10回の 3回分というように）で 1テー
マを扱う場合に、（例えば、第 8回に 3分の 1、








の授業のうち、第 8回、第 9回、第 10回で、
「教育は誰のためのものか」という 1つのテー
マを扱うとする。例えば、以下のような授業計
画が可能であろう。
☆第 8回：「教育は誰のためのものか」（1）
○導入：（上記の「工夫の 1つめ」で示し
た）〈問い①〉、〈問い②〉、〈問い③〉
○資料の提示（具体的な事例での検討：
「学校教育における内心の自由」につい
て考える
＊資料①：フランスの公立学校での「ス
カーフ事件」（フランスの公
立学校においてイスラム教信
者の女子生徒の着用するスカ
ーフが問題となり議論がなさ
れ、宗教的な標章を禁止する
法律の制定へと至った事件）
に関する資料
＊資料②：日本の公立学校における「君
が代起立斉唱問題」（日本の
公立学校の学校儀式におい
て、教員への「君が代」起立
斉唱の強制や不利益処分に対
してしばしば訴訟が提起さ
れ、違憲、及び、合憲の裁判
所の判決が出されてきた問
題）に関する資料
○課題：資料①、及び、資料②を読んで考
えたことを「掲示板」に記すこ
と。
（←受講生は自分の意見を「掲示板」
に書き込むとともに、他の受講生の
意見を読み、質問をしたり、議論を
したりすることが可能）
☆第 9回：「教育は誰のためのものか」（2）
○導入：第 8回の資料①、資料②から考え
るべきことに関する説明
▽「学校教育における内心の自由」と
「ライシテ」（laïcité）
▽「（「君が代」を）歌わせたい校長の論
理と歌わせないと主張する教員の論
理」
○資料の提示（具体的な他の事例でのさら
なる検討：「特攻隊」と学校教育との関
係について考える）
＊資料①：「『特攻隊の遺書』先人への敬
意と感謝」（服部剛『先生！
日本ってすごいね』より）
＊資料②：上原良司（自由主義者を自認
した特攻隊員）の手記、大西
瀧治郎（特攻隊の発案者のひ
とり、海軍中将）関係史料、
小泉信三（慶應義塾塾長）の
特攻隊賛美
○課題：資料①、及び、資料②を読んで考
えたことを「掲示板」に記すこ
と。
（←受講生は自分の意見を「掲示板」
に書き込むとともに、他の受講生の
意見を読み、質問をしたり、議論を
したりすることが可能）
☆第 10回：「教育は誰のためのものか」（3）
○第 9回、第 10回の内容をふまえて考え
るべきことについての説明
▽学校空間の「非宗教化」（政教分離、
laïcité）と「宗教化」（明治期以降敗戦
までの日本の学校における「天皇教」
布教）
：内心の自由を保障する教育と内心の
自由を無化する教育
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▽「特攻隊」の歴史が意味すること
：「共同体のための個の死」の美化は
なぜ可能となったのか？
▽リベラリストにとっての教育、コミュ
ニタリアンにとっての教育
：個の「根本的なアイデンティティ」
と教育との関係
▽「普遍性」と「特殊性」
：各共同体内における個の「犠牲」
──歴史から学んで、避けるべきこ
とは？
：共同体が個人に付与するアイデンテ
ィティに対する違和感。「否定性」・
「残余」を通じた連帯の可能性
以上、「オンデマンド型」のオンライン授業
に関して検討してきたが、2021年 1月現在の
段階で、新型コロナウィルス感染者数は増大の
一途をたどり、さらに変異種の存在も報じられ
ている。大学においても、従来と同じような
「対面型」を十全に復活できる見通しが立たな
い現状のもとでは、WEB 学修ツールの進歩に
期待するとともに、「同時双方向型」、「オンデ
マンド型」の授業、及び、複数のタイプをミッ
クスした授業の方法上の工夫が、より一層、必
要となるであろう。
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